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　初期発生 及 び 形 態形 成 に 伴 っ て 起 こ る ボ ス フ ァ チ

ジ ル コ リ ン （PC）の 分子内 の 構成脂肪酸の 位置的分

布の 量的並 に 質的変動を明 らか に す る ため に 本実験

を行な っ た 。 ト ノ サ マ ガ エ ル の 未受精卵 （UE ），受

精卵 （FE ）．後期胞胚 （LB ），初期尾芽胚 （ETE ），

フ 化胚 （HE ），フ化後 6 日 目 （6DT ） と フ 化後36日

目の 幼生 （36DT ）を実験材料 と した 。　 Folch （19

57） の 方法 で 総脂質を 抽 出 し，カ ラ ム 及 び 薄層 ク ロ

マ トグ ラ フ ィ
ー（TLC ）に よ っ て PC を 分離精製し

た oPC を含む 各脂質 の 各 stage に お け る変動に つ

い て は第47回本大会 で 報告 した 。
PC の 分子内 の 媾

成脂肪酸の 位置的分布 の 分析方法 は Wells と Ha ・

nahan （1969 ） の 方法 に 従 っ た。脂肪酸 は メ チ ル エ

ス テ ル 誘導体 として ガ ス ク ロ
v ト グ ラ フ ィ

ー （GL

C） 及 び 化学 イ オ ソ 化 質量 分 析計 で 分析 した 。　PO

の 主要構成脂肪酸 は C16 ：0，　 Cls；O
，
　 C16 ： 1，　CiS ：

1．Cls：2，　 Cls：3 で こ の 外 1＝　C 　4 ：0，　 Cls：O．　 Cl7

：0，Ct
“

：O，　 Cs。
： 4 そ の 他で あっ た 。　 FE の α 位 を

除き，他の stage の ec の α 位 と β位は C ユ，
：e

が最 も多 く含ま れ，多い もの で は ETE の a 位で 総

脂肪酸 の 約 50％ を 示 した 。 ま た FE を除 ぎ，飽和

脂肪 酸は α 位 に ，不飽和脂肪酸は β位に 比較的多 く

分布す る傾 向 が わ か っ た。 FE は α 位 に 不 飽和脂肪

酸 が 多 く含 ま れ，CiS； 2 が約 35％ を示 す こ とは そ

の 分布上 及 び そ の 含 有 量 （UE で 約 9％，　 LB で 約

3 ％ を示す） か らも特異的 であ っ た 。こ れ らの 脂肪

酸 の 分布 は 各 stage の PC の α 位 あ る い は β位 ど

うしを比較 して み る と，それぞれ そ の 量比 が 異 な る

こ とが わ か っ た 。 こ れ らの 外に FE の PC の a 位 に

総脂肪酸と ほ ぼ 同量 の 未知 の 物質 が GLC で 検 出 さ

れ て い る。こ の 物質は UF で は殆 ど検出 さ れ ず．発

生 に 伴 っ て 漸減す る 物質 で 現在追 求 中 で あ る 。
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ウ シガエ ル 幼生 の変態時 に おける尾部カテプシン 活

性 の 変化
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anaJuNKo
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　無尾両生類 の 変態時の 尾部退縮中に は ，激 しい タ

ン パ ク 分解が 起 こ り，ラ イ ソ ゾーム 系 の プ ロ テ ア ー

ゼ （カ テ ブ シ γ ）が関係 して い る と考え られ て い る 。

我 々 は ．ウ シ ガ エ ル R α na 　 catesbeiana ，幼 生 尾部

の カ テ ブ シ ン に つ い て．その 活性変化及び性質に つ

い て ．以下 の よ うな結果を得た 。

　尾部 ホ モ ジ ネ ー トの カ テ プ シ ン の 比活性は ，尾部

退縮 とと もに 増加 し，変態終了期まで 増加 した 。 遠

心分 画法で得た ，1，000xg − lo分，25，000xg − 10

分， ／00，00  xg − 30分 の ，それぞれ の 沈渣 （N ，

L ，P ）及 び，100， 00xg − 30分 の 上 清 （S）の 比

活性 は ，全画分が終了期まで増加を見せ ．特 に 終了

期 に お い て 著 し く増加 した。こ の 4 画分 の うち，変

態前．変態中を通 して ，L 画分 の 比活性 が 最 も高か

っ た が，終了期に お い て，S 画分 の 大 きな増加も見

られ た 。 こ れ は ，酵 素 の 細胞質 へ の 遊離あ る い は 顆

粒の 膜状構造の 強 さ の 変化 に よる もの と思わ れ る 。

総活 性 は ，尾 部 あ た りで は ，退縮中増加 し，終了期

に 至 っ て 滅少 した が ，尾部19 あた りで は ，終了期

で の 大きな増加 が あ り，終了期 に お い て こ の カ テ プ

シ ン が 重要 な 役割を果 し て い る と思 わ れ た。カ テ プ

シ ン の 細胞内分布は．L 画 分す な わ ち 顆粒性画分 へ

の 局 在 を示 して い た 。し か し．全活性 に 対 す る 割合

は ，L 画分 に は低 く，　 N ．　 S画分 に 高 く．　 Weber

（1969 ， ln　Ly ・・ s・ mes 　in　 Bi・ 1・gγ　and 　Paehat・gr ，

vol ．2，　 pp．439−461）の 報告 と一
致 し て い た 。こ の

カ テ プ シ ソ は ， pH 　 2．9 で活性最大 とな り，　pep −

statin に よ り大 き く隘害 され た 。ま た，　 Sephadex

G −100 に よ る ゲ ル ろ過 の 結果，分子量約 5 万 の と こ

ろ に 主要な活性が得 られ．カ テ プ シ ソ D 型 で あ る こ

と が示唆され た 。
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